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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
翌
月
の
二
十

日
に
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表
！

　
１
３
４
号
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
フ
ユ
ジ
タ
ク
」
で

し
た
。　
当
選
者
が
抽
選
で
決
定
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。当
選
を
逃
し
た
方
も
ド
ン
ド
ン

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

《
当
選
者
》

　
　
　
須
藤
　
知
成
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
南
国
市
職
労
）

　 
　 

篠
原
　
真
弥
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
佐
川
高
校
教
組
）

　
　
　
本
山
　
美
智
賀
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
四
万
十
町
職
労
）

祝

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

予
報
見
ず
傘
も
さ
さ
ぬ
人
生
に
晴
れ

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（源
朝
光
）

品
格
の
型
紙
狂
う

「品
格
者
」

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（源
朝
光
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー
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針路

おたより紹介
県教組（Ｙ．Ｈ）

　若者に働く場所がない、 行き場がない。 一次産

業の衰退によって、今のような状況がもたらされてい

ます。 ＴＰＰ反対！一次産業で生活ができる社会

に！

高教組（Ｓ. Ｓ）

　「原発はいらない」 まさにその通りだと思います。

約３０年前、窪川原発に大反対したことが間違いで

はなかったと、 意を強くしています。 目先では、 年

金制度と定年延長制度。 身を粉にして働いてきた

人たちが報われる制度にするようにと声を大にした

い。

原
発
の
廃
炉
を
め
ざ
せ
未
来
あ
り

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
　
（秋
桜
）

住み続けられる地域に

自治労連（Ｙ．Ｓ）

　大震災が起きてから、原発事故が紙上から消えることはな

いのでしょうか。 傷跡を残したまま、 今も原発に対し不安

を抱えている人がたくさんいます。その混乱を解消できる手

立てが早く見つかることを期待しています。

Ｔ
Ｐ
Ｐ

『一
％
』
が
得
を
す
る

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
　
（牧
師
）

有
権
者
変
な
人
ほ
ど
期
待
す
る

　                    

　        

　
　
　
（牧
師
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
国
民
切
り
き
ざ
み
な
お
足
ら
ず

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
　
（幸
泉
）

消
そ
う
と
も
反
原
発
の
声
高
し

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
　
（幸
泉
）

雇用対策で県交渉実施
－ 副知事･各課長へ申し入れ －

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、原
発
問
題
で
前
進
回
答

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
に
入
る
文

字
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何

で
し
ょ
う
。
ヒ
ン
ト
は
日
本
で
最

も
生
産
量
が
多
い
果
物

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
紙
魚
。
何
と

読
む
？
　
②
彼
と
は
何
年
も
―
―

不
通
だ
　
③
出
産
休
暇
の
略
　
④

―
―
左
往
　
⑥
恵
ま
れ
た
―
―
に

育
つ
　
⑧
砂
上
の
―
―
　
⑨
親
し
き

仲
に
も
必
要
　
⑪
○
○
を
聞
い
て
十

を
知
る【ヨコのカギ】 ①

○○の満ち引き

　③礼儀――を

教える　⑤――

外交、――療法

　⑦富山湾で春

に見られる　⑨

休日が続くこと　⑩

一つ目小僧、化け

猫、 鬼太郎など　

⑫――工作、――

倒産　⑬仕事の○

○を探す。 ○○は

災いの元

ウ
ォ
ー
ル
街
を
占
拠
せ
よ
と

の
「反
格
差
」
の
行
動
は
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
世
界
的
な
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。
一
％

の
富
裕
層
と
九
九
％
の
見

捨
て
ら
れ
た
人
々
と
い
う
構
図
は
、
新
自

由
主
義
、
構
造
改
革
路
線
が
完
成
さ
せ
た

も
の
▲
た
だ
、
そ
の
一
％
の
中
に
も
ア
メ
リ

カ
人
投
資
家
ウ
ォ
ー
レ
ン･
バ
フ
ェッ
ト
氏
の
よ

う
に
、
「私
の
所
得
税
率
は
、
秘
書
の
そ
れ

よ
り
低
い
」
と
格
差
を
告
発
し
富
裕
層
への

増
税
を
主
張
す
る
人
も
残
っ
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
語
の
ノ
ブ
レ
ス
・オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ（高
貴
な

者
に
伴
う
義
務
）の
考
え
に
よ
る
の
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
は
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
「プ
ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精

神
」
や
渋
沢
栄
一
の
「論
語
と
算
盤
」
に

通
じ
る
。
マ
ネ
ー
資
本
主
義
は
そ
の
考
え

を
根
こ
そ
ぎ
に
し
た
感
が
あ
る
▲
し
か
し
、

富
裕
層
の
善
意
に
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、

九
九
％
の
闘
い
を
ど
う
組
織
す
る
か
が
問

題
。
そ
の
際
、
何
故
日
本
の
若
者
は
立
ち

上
が
ら
な
い
の
か
の
質
問
が
出
さ
れ
る
。
山

田
昌
弘
氏
は
『家
族
と
い
う
リ
ス
ク
』
の
中

で
、
一
つ
の
答
え
を
与
え
て
い
る
▲
日
本
の

若
者
は
、
「裕
福
」
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に

は
「両
親
への
パ
ラ
サ
イ
ト
（寄
生
）」
が
あ

る
と
。
そ
れ
が
、
貧
困
を
隠
し
社
会
への
抗

議
行
動
を
抑
制
し
て
い
る
と
。
同
時
に
そ

れ
は
、
晩
婚
・
未
婚
・
少
子
化
の
原
因
で

も
あ
る
。
他
方
、
欧
米
で
は
成
人
す
れ
ば

独
立
す
る
の
が
当
た
り
前
。
大
学
の
費
用

も
自
分
で
稼
ぐ
。
社
会
的
矛
盾
が
直
撃
す

る
。
だ
か
ら
、
立
ち
上
が
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
▲
隠
さ
れ
た
貧
困
の
可
視
化
の
運
動

が
、
ゆ
が
ん
だ
社
会
への
一
つ
の
答
え
。
あ
っ

た
か
村
相
談
会
を
各
地
で
成
功
さ
せ
る
こ
と

も
そ
の
一
環
。
（田
）

各
地
で
相
談
会
を
開
催

　１１月2 ６日、 香美教組会館にて県労連なん

でも相談会を開催しました。今後も各地で相談

会を開催していきます。 （詳しくはＨＰを☆）

地域日時 場所

１２月１１日(日)

13:00 ～ 16:00
　土佐清水市　中央公民館２Ｆ

１２月１８日(日)

13:00 ～ 16:00

１２月２４日(土)

11:00 ～ 15:00

１２月２５日(日)

13:00 ～ 16:00

　須崎市

　高知市

　安芸市

　ゆたか１Ｆ

　グリーンロード

　わすれな草

 　　（予定）

高教組（Ｙ．Ｓ）

　定期大会の各組合の方々の発言を読み、 勇気がわいて

きました。 また、 民主党政権になった時、 教員免許更新

制の廃止が決まったように言われましたが、 結局継続で

す。 この間講習を行う大学の撤退や、 自己負担で遠方に

講習を受けに行かなければならない状況や更新が出来な

かった先生方も全国で何人もいたということで

す。 免許更新制はやっぱり廃止しかありま

せん。

国
民
大
運
動
高
知
県
実
行
委
員
会
は
、
十
一
月
十
七
日
に
来
年
度
の
県
予
算
に

関
わ
る
要
求
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
知
事
部
局
は
十
河
副
知
事
、
教
育
委
員
会
は

中
沢
教
育
長
、
そ
し
て
各
担
当
課
長
ら
が
対
応
し
ま
し
た
。
要
求
項
目
は
八
四
項

目
、
十
一
の
大
項
目
に
渡
り
、
各
二
時
間
ず
つ
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

十
河
副
知
事
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
への
反
対

姿
勢
を
改
め
て
表
明
。
同
時
に
農
業

の
大
規
模
化
の
限
界
に
触
れ
、
県
内
農

林
漁
業
を
県
の
実
情
に
合
っ
た
形
で
発
展

さ
せ
る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
実
行

委
員
会
か
ら
は
、
「Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
決
定

で
は
な
い
。
引
き
続
き
積
極
的
に
反
対

表
明
を
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、
今
年

四
月
か
ら
須
崎
市
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
で
は
、
耐
震
、
県
産
材
活
用
な

ど
で
補
助
の
制
度
が
実
現
、
拡
充
し
ま

し
た
が
、
地
元
中
小
業
者
を
対
象
と
し

た
経
済
対
策
と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を

制
度
化
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　 

副
知
事
は
国
保
法
四
四
条
に
よ
る
窓
口

負
担
軽
減
問
題
で
は
、
医
療
生
協
潮
江

診
療
所
の
活
動
を
高
く
評
価
。
そ
の
上

で
、
医
療
が
必
要
な
人
が
医
療
に
欠
け

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と
表
明
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
実
行
委
員
会

は
「そ
の
理
想
が
実
現
す
る
よ
う
窓
口
負

担
問
題
、
保
険
証
の
交
付
問
題
を
担
当

部
課
と
詰
め
を
行
い
、
具
体
的
に
解
決

し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
ま
し
た
。

　 

南
海
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
最
優
先

課
題
と
し
て
取
り
組
む
姿
勢
を
表
明
。

伊
方
原
発
問
題
で
は
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

の
結
果
を
県
と
し
て
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
県
民
の
安
全
を

守
る
立
場
で
合
理
的
な
説
明
を
四
国
電

力
に
求
め
て
い
く
と
表
明
し
ま
し
た
。
実

行
委
員
会
か
ら
は
、
原
発
事
故
の
避
難

計
画
を
作
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　 

教
育
委
員
会
交
渉
で
は
、
中
沢
教
育

長
は
高
校
授
業
料
の
無
償
化
の
継
続
を

政
府
に
強
く
求
め
て
い
く
姿
勢
を
表
明
。

実
行
委
員
会
か
ら
は
、
文
科
省
が
予
算

要
求
し
て
い
る
給
付
制
奨
学
金
の
実
現
、

高
校
版
就
学
援
助
制
度
の
創
設
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

　 

中
沢
教
育
長
は
、
学
校
図
書
館
の
充

実
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い

く
と
表
明
。
県
市
の
合
築
図
書
館
問

題
で
は
、
基
本
設
計
の
中
間
報
告
を
十

二
月
県
議
会
ま
で
に
ま
と
め
、
来
年
二

月
中
旬
を
め
ど
に
県
内
三
ヶ
所
で
住
民

説
明
会
を
開
催
す
る
と
表
明
し
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
は
、
高
知
市
内
で
の

複
数
日
開
催
を
求
め
、
教
育
長
は
検
討

を
約
束
。
ま
た
、
運
営
面
で
の
意
見
は

い
つ
で
も
聞
く
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　 

小
中
高
一
貫
の
寄
宿
舎
付
き
知
的
障

害
特
別
支
援
学
校
の
高
知
市
内
への
設

置
に
関
し
て
は
、
児
童
数
の
推
移
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

雇
用
問
題
で
各
課
、
副
知
事
交
渉

　 

県
労
連
は
、
雇
用
、
入
札
、
公
契

約
問
題
で
十
一
月
八
日
に
各
課
と
、
十

七
日
に
は
国
民
大
運
動
で
副
知
事
と
交

渉
し
ま
し
た
。

副知事交渉の様子

今
年
一
年
を
象
徴
す
る
川
柳
を
募
集
中
！

新
年
号
に
掲
載
し
ま
す
。
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
消
費
税
増
税
に
Ｎ
Ｏ
！

消
費
税
増
税･

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
自
動
車
パ
レ
ー
ド

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ

　
十
一
月
十
五
日
、
消
費
税
を
な
く

す
高
知
県
の
会
、
消
費
税
廃
止
各
界

連
絡
会
、
高
知
食
健
連
の
三
団
体
が

共
催
し
、
『消
費
税
増
税･

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

反
対
自
動
車
パ
レ
ー
ド
』
を
行
い
ま
し

た
。
四
日
前
に
野
田
総
理
大
臣
が
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
への
参
加
を
表
明
し
、
参
加
者

や
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
約

四
十
台
の
自
動
車
が
結
集
。
集
会
後
、

「消
費
税
増
税
断
固
反
対
」
な
ど
の
横

幕
で
飾
り
付
け
し
た
自
動
車
は
三
つ
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
宣
伝
カ
ー
を
先
頭
に

市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
は
、
住
民
の
関
心
も
高
く
、
沿
道
の

　
十
一
月
二
日
、
県
教
組
会
議
室
に
て

食
健
連
は
学
習
講
演
会
を
開
催
し
、

約
三
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
食
健
連
が
全
国
各
地
で
行

う
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
の
一
環
で
す
。
講

演
は
食
健
連
会
長
で
、
高
知
大
学
人

文
学
部
の
岩
佐
教
授
が

「Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

と
食
と
地
域
の
未
来
」
と
い
う
題
し
行

い
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
持
つ
本
質
的
な
問

題
や
参
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
地

域
への
影
響
に
つ
い
て
約
一
時
間
講
演
し

ま
し
た
。
講
演
後
、
中
岡
事
務
局
長

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
へ
向
け
行
動
提

起
し
ま
し
た
。

秋闘 ･ 統一行動を実施！
　
県
労
連
は
十
一
月
二
十
五

日
、
秋
闘･

統
一
行
動
と
し
て
、

宣
伝
行
動
と
中
立
労
組
訪
問
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
ず
は
高

知
郵
便
局
前
と
高
知
東
局
前
で

郵
産
労
を
中
心
に
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
午
前
七
時
前
後

に
は
、
正
規
社
員
も
非
正
規
社

員
も
、
そ
し
て
委
託
業
者
も
出

社
し
て
き
ま
す
。
十
二
月
六

日
・七
日
に
実
施
す
る
郵
政
何

で
も
相
談
の
チ
ラ
シ
を
手
渡
し

ま
し
た
。 

宣
伝
後
二
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
タ
ク
シ
ー
労
働
者
に

樫
や
ん
奮
戦
記
⑱

　
九
月
十
七
人
、
十
月
は
十
七
人
か

ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
う

ち
、
女
性
十
五
人
、
男
性
十
九
人

で
し
た
。
年
齢
は
、
三
十
代
七
人
、

四
十
代
四
人
、
五
十
代
六
人
、
六

十
代
七
人
、
不
明
十
人
。
雇
用
形

態
は
、
正
規
十
九
人
、
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
三
人
、
契
約
二
人
、
派
遣

一
人
、
不
明
九
人
。
相
談
内
容
は
、

解
雇
・
雇
止
七
人
、
退
職
強
要
四

人
、
賃
金
・
不
払
残
業
一
人
、
退

職
金
一
人
、
年
休
二
人
、
労
災
一

人
、
社
会
保
険
五
人
、
年
金
三
人
、

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
三
人
、
組
合
運

営
一
人
、
労
働
協
約
一
人
、
賃
金

改
善
一
人
、
そ
の
他
四
人
で
し
た
。

　
十
一
月
二
十
三
日
、
六
年
ぶ
り
に

平
和
友
好
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
安

保
の
問
題
や
震
災
、
最
低
賃
金
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
豪
華
お

弁
当
を
か
け
て
ク
イ
ズ
な
ど
で
交
流

し
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
伊

方
原
発
を
考
え
る
学
習
会
で
赤
旗
記

者
の
窪
田
さ
ん
が
窪
川
原
発
反
対
運

動
で
の
教
訓
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
発
言
を
連
載
し
ま
す
。

組
合
加
入
で
は
六
十
歳
を
越
え
て
再
雇

用
さ
れ
て
働
い
て
い
る
が
一
年
契
約
な
の

で
雇
止
め
さ
れ
そ
う
。
定
年
退
職
後
に

退
職
金
が
も
ら
え
る
か
が
心
配
。
社
会

保
険
料
を
全
額
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る

な
ど
の
不
安
や
不
満
を
抱
く
人
た
ち
、

年
金
制
度
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
六
人

（女
性
三
人
、
男
性
三
人
）
の
人
た
ち
が

年
金
者
組
合
に
加
入
し
ま
し
た
。
特
徴

的
事
例
の
紹
介
ー
ケ
ー
キ
・
和
菓
子
な

ど
を
製
造
・
販
売
す
る
会
社
で
働
く

パ
ー
ト
の
女
性
か
ら
の
相
談
。
相
談
内

容
は
、
雇
用
契
約
で
事
前
に
損
害
賠
償

の
約
束
を
さ
せ
ら
れ
た
上
、
実
際
に
も

会
社
に
損
害
を
与
え
た
と
し
て
、
二
回

に
わ
た
り
約
一
万
円
を
強
制
的
に
支
払

わ
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
労
働
基

準
法
第
十
六
条
は
会
社
に
損
害
を

与
え
た
ら
○
○
円
支
払
え
な
ど
、

労
働
契
約
に
損
害
賠
償
の
予
定
を

事
前
に
盛
り
込
む
こ
と
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
相
談
は
ま
さ

に
、
こ
の
法
律
に
違
反
す
る
事
例
で

す
。
し
か
も
相
談
者
は
一
日
四
時

間
の
パ
ー
ト
労
働
で
時
給
は
七
〇
〇

円
。
会
社
に
支
払
わ
さ
れ
た
金
額

を
勤
務
日
数
に
換
算
す
る
と
三･

五

日
分
。
な
ん
と
も
許
せ
な
い
違
法

行
為
で
あ
り
道
義
的
に
も
許
さ
れ

る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
基

準
監
督
署
への
告
発
と
と
も
に
会
社

に
対
す
る
損
害
賠
償
金
の
返
還
を

求
め
る
た
め
に
行
政
指
導
を
要
請
す

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

通
行
人
か
ら
は

「が
ん
ば
れ
」
な
ど
の

声
援
が
あ
り
ま
し
た
。

　
窪
川
原
発
誘
致
の
正
式
の
表
明
は
、

一
九
八
〇
年
十
月
、
当
時
の
藤
戸
進

町
長
が
「立
地
可
能
性
調
査
を
四
国

電
力
に
申
し
入
れ
た
」
こ
と
で
す
。
そ

の
こ
ろ
私
は
窪
川
町
で
赤
旗
分
局
長
の

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
原
発
騒
動
の

最
中
に
共
産
党
の
仕
事
を
し
な
が
ら

反
対
運
動
に
参
加
し
、
窪
川
に
取
材

に
来
て
い
た
赤
旗
記
者
と
協
力
し
て

「し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
に
記
事
や
写
真
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
写
真
は
ほ

と
ん
ど
私
が
撮
っ
た
も
の
で
す
。

　
八
十
年
四
月
に
当
時
の
四
電
の
山
口

社
長
は
記
者
会
見
で

「太
平
洋
岸
を

原
発
銀
座
に
す
る
。
八
十
一
年
十
二

月
着
工
で
原
発
を
つ
く
る
」
と
の
べ
て

い
ま
し
た
。
「原
発
一
億
㌔
㍗
」
計
画

を
具
体
化
す
る
も
の
で
、
「佐
賀
原

発
」
が
困
難
に
な
っ
た
あ
と
、
窪
川
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
佐
賀
は
ダ
ミ
ー
で

本
命
は
窪
川
と
い
う
意
見
が
今
も
あ

り
ま
す
。

町
長
の
誘
致
表
明
を
受
け
て
反
対

平
和
友
好
祭

生
公
連
発
足
総
会

　
十
一
月
二
十
二
日
、
高
知
県
生
活

関
連
公
共
事
業
推
進
連
絡
会
議
結

成
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
生
活

関
連
や
地
震
対
策
な
ど
の
公
共
事
業

の
推
進
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
出
さ
な
い
た
め

の
公
契
約
条
例
の
制
定
な
ど
を
目
指

し
ま
す
。

向
け
た
宣
伝
行
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
も
二
手
に
分
か
れ
、
七
つ
の

中
立
労
組
を
訪
問
し
ま
し
た
。
意
見
交

換
は
も
ち
ろ
ん
、
十
二
月
十
七
日
に
開

催
す
る
春
闘
討
論
集
会
への
参
加
、
放

射
能
学
習
会
の
案
内
、
全
労
連･

原
発

パ
ン
フ
の
配
布
、
あ
っ
た
か
村
相
談
会
の

案
内
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
Ａ
労
組
で

は
、
先
日
発
足
し
た
生
公
連
の
話
題
に

触
れ
、
公
契
約
条
例
の
制
定
に
向
け
て

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
労

組
で
は
、
お
互
い
の
仕
事
内
容
や
地
震

に
よ
る
津
波
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
Ｃ
労
組
と
は
、
あ
っ
た
か

村
相
談
会
への
協
力
の
お
礼
を
し
、
今

後
も
共
闘
で
き
る
分
野
で
は
協
力
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

窪
川
原
発
闘
争
の
教
訓

①

窪
田
　
和
教

派
の
人
は
「郷
土
を
よ
く
す
る
会
」
（ふ

る
さ
と
会
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
会

長
の
野
坂
静
雄
さ
ん
は
、
元
農
協
組
合

長
で
元
自
民
党
の
支
部
長
で
し
た
。
会

は
自
民
党
か
ら
当
時
の
社
会
党
、
共
産

党
、
無
党
派
の
人
ま
で
幅
広
く
参
加

し
、
①
原
発
反
対
②
民
主
的
な
町
政

③
農
林
漁
業
中
心
の
町
づ
く
り
の
三
つ

の
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
八
十
年
暮
れ
か
ら
町
長
リ
コ
ー
ル
の
署

名
集
め
が
取
り
組
ま
れ
、
六
〇
〇
人
が

受
任
者
に
な
り
有
権
者
の
四
十
三
％
の

署
名
が
集
ま
り
リ
コ
ー
ル
が
成
立
し
ま
し

た
。
続
い
て
八
十
一
年
三
月
の
解
職
投

票
で
は
賛
成
が
五
一
・
九
九
％
で
、
全

国
で
初
め
て
原
発
を
争
点
と
し
た
町
長

リ
コ
ー
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
リ
コ
ー
ル
運
動
で
大
き
な
力
を
発
揮
し

た
の
は
、
「ふ
る
さ
と
懇
談
会
」
と
称
し

た
小
集
会
で
し
た
。
七
十
九
年
の
ア
メ

リ
カ
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
特
集
番
組
の
ビ
デ
オ
を
見
な
が

ら
話
し
合
う
も
の
で
、
向
こ
う
三
軒
両

隣
の
本
当
に
ミ
ニ
集
会
か
ら
部
落
単
位

の
も
の
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
正
確
な
開

催
数
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と

も
四
〇
〇
回
近
く
開
か
れ
ま
し
た
。
私

の
家
も
会
場
に
な
っ
た
し
、
私
も
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
を
持
っ
て
出
か
け
ま
し
た
。
当

時
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
は
高
価
で
品
質
も
良
く

な
い
も
の
で
し
た
が
、
写
り
の
悪
い
テ
レ

ビ
を
み
ん
な
真
剣
に
見
て
い
ろ
い
ろ
意
見

を
た
た
か
わ
し
ま
し
た
。
経
済
的
に
余

裕
の
あ
る
人
は
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
を
買

い
、
ま
さ
に
「燎
原
の
火
」
の
よ
う
に
小

集
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
小
集
会
が

リ
コ
ー
ル
成
功
の
決
定
的
な
力
に
な
り
ま

し
た
。

　
大
学
の
先
生
を
招
い
た
町
民
学
習
会

も
数
回
開
き
ま
し
た
。
原
子
力
の
難
し

い
話
を
会
場
い
っ
ぱ
い
の
町
民
は
根
気
良

く
き
き
ま
し
た
。
時
に
は
十
時
を
過
ぎ

る
学
習
会
も
あ
り
ま
し
た
。

自
ら
愛
媛
県
の
伊
方
に
行
き
、
現

地
を
見
て
く
る
人
も
い
ま
し
た
。
今
の

四
万
十
町
の
議
会
議
長
の
宮
地
章
一
さ

ん
も
そ
う
し
た
人
で
、
自
民
党
の
若
手

グ
ル
ー
プ
で
伊
方
町
に
行
き
、
反
対
運

動
の
先
頭
に
立
ち
ま
し
た
。
宮
地
さ
ん

は
乳
牛
を
飼
っ
て
お
り
、
当
時
窪
川
は

酪
農
の
町
で
乳
牛
を
農
家
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
「牛
飼
い
グ
ル
ー

プ
」
の
大
多
数
が
反
対
運
動
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
宮
地
さ
ん
は
、
「お
の
と

き
原
発
を
止
め
て
く
れ
て
あ
り
が
た
か
っ

た
」
と
今
話
し
て
い
ま
す
。

面
白
い
の
は
、
自
分
の
お
金
を
出
し

て
原
発
の
視
察
に
行
っ
た
人
は
反
対
派
に

な
り
、
四
電
に
招
待
さ
れ
た
人
の
多
く

は
賛
成
派
に
な
り
ま
し
た
。

　
リ
コ
ー
ル
選
挙
期
間
は
二
十
日
間
。
署

名
集
め
を
含
め
て
も
、
四
カ
月
の
短
い

時
間
で
し
た
が
、
み
ん
な
が
学
び
、
み
ん

な
で
考
え
る
運
動
が
リ
コ
ー
ル
を
成
功
さ

せ
た
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
分
野
別
に
農
民
会
議
、
漁
民
会
議
、

酪
農
民
会
議
な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
結
成

さ
れ
て
幅
広
い
人
が
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　
リ
コ
ー
ル
運
動
の
中
心
に
な
っ
て
運
動

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
、
当
時
の
町
職
員

組
合
の
委
員
長
だ
っ
た
甲
把
英
一
さ
ん
、

四
万
十
町
の
副
町
長
を
務
め
た
人
で
す

が
、
「自
治
体
問
題
研
究
所
」
の
本
に

「窪
川
の
た
た
か
い
は
、
知
は
力
。
知
る

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
」
と
書
い
て
い
ま

す
。
「ふ
る
さ
と
会
」の
三
つ
の
目
標
と
、

や
は
り
学
ぶ
、
専
門
知
識
に
は
遠
く
及

ば
な
く
て
も
「勉
強
」
す
る
こ
と
が
反
対

運
動
の
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
動
が
盛
り
上
が
る
と
と
ん
で
も
な
い

こ
と
が
お
き
る
も
の
で
、
私
も
び
っ
く
り

し
て
、
後
で
会
い
に
行
っ
た
ん
で
す
が
、
藤

戸
町
長
が
街
頭
演
説
し
て
い
た
と
き
若
い

お
母
さ
ん
が
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
「わ

た
し
に
も
し
ゃ
べ
ら
し
て
」
と
手
を
出
し

た
そ
う
で
す
。
町
長
は
応
援
演
説
し
て

く
れ
る
も
と
思
い
マ
イ
ク
を
渡
す
と
「私

は
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
原
発
に
反

対
し
ま
す
」
と
演
説
を
始
め
た
そ
う
で

す
。
し
か
た
な
く
、
藤
戸
町
長
は
演
説

を
切
り
上
げ
て
行
っ
た
そ
う
で
す
。
一

人
ひ
と
り
の
思
い
が
行
動
に
出
て
、
リ

コ
ー
ル
が
成
立
し
た
も
の
で
す
。
（つ
づ

く
）

東郵便局前での宣伝
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